
５　

津
波
注
意
報
・
警
報
へ
の
対
応
と
避
難

状
況
お
よ
び
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

７
月
30
日
に
発
生
し
ま
し
た
「
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
半
島
」
付
近
を
震
源
と
す
る

地
震
に
伴
う
津
波
注
意
報
・
警
報
へ
の

対
応
と
避
難
状
況
お
よ
び
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

７
月
30
日
午
前
８
時
25
分
頃
、
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
に
お
い
て
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
７
の
大
き
な
地
震
が
発

生
し
、
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
に
津
波
注

意
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
当
町
で
は
８
時
37
分

に
自
主
避
難
所
と
し
て
、
本
町
多
目
的

交
流
セ
ン
タ
ー
と
節
婦
体
育
館
の
開
設

準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
行
政

無
線
、
防
災
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
メ
ー
ル
、
沿

岸
自
治
会
長
へ
の
連
絡
、
さ
ら
に
は
広

報
車
両
に
よ
る
巡
回
な
ど
、
多
様
な
手

段
で
住
民
の
皆
様
に
注
意
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
午
前
９
時
40
分
に
注
意
報

が
警
報
へ
切
り
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
町
防
災
対
策
本
部
」
を
設
置
の
上
、
避

難
指
示
を
決
定
し
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
緊
急
放
送
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
避
難

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
役
場
庁
舎
、

泊
津
生
活
館
、
新
冠
小
学
校
、
新
冠
中

学
校
、
朝
日
の
森
体
育
館
、
大
狩
部
生

活
セ
ン
タ
ー
の
６
か
所
を
追
加
で
避
難

所
と
し
て
開
設
し
、
避
難
対
応
を
進
め

ま
し
た
。

　

津
波
警
報
は
、
午
後
８
時
45
分
に
注

意
報
へ
と
切
り
変
わ
り
、
避
難
指
示
は

解
除
し
ま
し
た
が
、
新
冠
中
学
校
を
除

く
７
か
所
の
避
難
所
は
翌
日
の
午
前
７

時
ま
で
受
け
入
れ
を
継
続
し
、
最
終
的

に
は
31
日
午
後
４
時
30
分
、
注
意
報
が

解
除
さ
れ
た
時
点
で
全
て
閉
鎖
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

避
難
者
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
浦
河

港
へ
の
津
波
到
達
予
想
時
刻
と
さ
れ
た
午

前
10
時
30
分
時
点
で
５
９
５
人
、
最
大
で

午
前
11
時
30
分
に
７
７
２
人
に
達
し
ま
し

た
。
幸
い
に
も
、
津
波
の
規
模
は
数
十
セ

ン
チ
程
度
に
と
ど
ま
り
、
町
内
で
は
人
的
・

物
的
被
害
は
無
く
、
電
気
・
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
、
交
通
に
も
大
き
な
影

響
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
内
で
は
ほ
と
ん
ど
揺
れ
を
感
じ
な

か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
住
民

の
皆
さ
ま
ら
が
迅
速
に
避
難
行
動
を
取

ら
れ
た
こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
や
、
こ
れ
ま
で
の
津
波
避
難
訓
練
の

積
み
重
ね
に
よ
る
防
災
意
識
の
高
ま
り

の
成
果
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

合
せ
て
、
避
難
者
に
対
し
、
自
発
的

に
救
援
物
資
を
配
ら
れ
て
い
た
方
々
を

は
じ
め
、
避
難
者
支
援
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
、
今
回
の
対
応
を
通
じ
て
、

い
く
つ
か
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
つ
目
は
、「
避
難
所
の
暑
さ
対
策
」

で
す
。
こ
れ
ま
で
寒
さ
対
策
を
中
心
に

備
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
夏
季
の
避

難
所
は
熱
中
症
の
危
険
性
が
高
く
、
と

り
わ
け
高
齢
者
や
乳
幼
児
へ
の
配
慮
が

必
要
で
す
。
今
後
は
大
型
扇
風
機
や
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
整
備
、
網
戸
や
冷

却
備
品
の
備
蓄
な
ど
、
環
境
改
善
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
避
難
車
両
の
誘
導
体
制
」

で
す
。
高
台
へ
避
難
す
る
車
両
が
集
中

し
た
結
果
、
新
冠
温
泉
の
駐
車
場
は
満

車
と
な
り
、
西
泊
津
地
区
で
は
路
上
駐

車
に
よ
る
交
通
の
妨
げ
が
発
生
し
ま
し

た
。
職
員
を
派
遣
し
て
対
応
に
あ
た
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
迅
速
な
職
員
の
配

置
方
法
や
誘
導
体
制
を
事
前
に
整
え
、

大
規
模
な
避
難
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

改
善
を
進
め
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
情
報
伝
達
の
確
実
性
」

で
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
防
災
行
政
無

線
や
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
防
災

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
メ
ー
ル
、
さ
ら
に
Ｌ
ア
ラ
ー

ト
に
よ
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
多
様
な
手
段
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
観
光

客
を
中
心
に
十
分
に
情
報
が
伝
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
や
、
北
海
道
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
い
わ
ゆ
る
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
へ
の
入

力
の
遅
れ
に
よ
り
「
町
の
避
難
指
示
が

遅
れ
た
。」
と
の
ご
指
摘
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
体
制
強
化
と
工
夫
を
重

ね
、
確
実
に
伝
わ
る
情
報
発
信
を
徹
底

し
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
お
願

い
す
る
事
項
と
な
り
ま
す
が
、「
避
難
時

の
持
出
し
品
へ
の
ご
協
力
」
で
す
。
町

と
し
て
も
備
蓄
品
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
大
規
模
か
つ
長
時
間
の

避
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
ど
う
し
て

も
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
避
難
を
す
る

際
に
は
、
可
能
な
範
囲
で
食
料
や
飲
料

水
、
常
備
薬
な
ど
を
お
持
ち
い
た
だ
き

た
く
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
避
難
所
運
営
や
要

配
慮
者
支
援
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課

題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
ひ
と

つ
改
善
を
重
ね
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
命

を
守
る
防
災
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
も
10
月
上
旬
に
津
波

避
難
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
度
の
経
験
と
教
訓
を
踏
ま
え
、

よ
り
実
践
的
で
効
果
的
な
訓
練
と
な
る

よ
う
工
夫
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
し
ま
す
。

６　

令
和
２
年
10
月
２
日
発
生
の
新
冠

中
学
校
生
徒
負
傷
事
故
に
係
る
訴
状
の

受
理
に
つ
い
て

　

新
冠
中
学
校
生
徒
負
傷
事
故
に
係
る

訴
状
の
受
理
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

本
件
は
、
令
和
２
年
10
月
２
日
、
当

時
新
冠
中
学
校
１
学
年
の
特
別
活
動
の

時
間
に
発
生
し
た
事
故
に
よ
り
生
じ
た
、

生
徒
Ａ
の
左
糸
切
り
歯
の
一
部
を
破
折

し
た
ケ
ガ
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
ら

れ
た
訴
訟
で
あ
り
ま
す
。

　

事
故
の
詳
細
は
、
令
和
２
年
10
月
２

日
午
後
２
時
30
分
頃
、
中
学
校
１
学
年

が
特
別
活
動
の
時
間
を
使
い
、
学
年
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
テ
レ
ビ
番
組
「
逃

走
中
」
を
模
し
た
鬼
ご
っ
こ
を
実
施
し

て
い
た
際
、
鬼
役
と
な
っ
た
先
生
か
ら

逃
げ
る
た
め
、
生
徒
Ａ
を
含
む
生
徒
数

名
が
図
書
室
に
い
た
と
こ
ろ
、
椅
子
を

持
ち
逃
げ
て
い
た
生
徒
Ｂ
が
手
に
持
っ

て
い
た
椅
子
を
放
し
て
し
ま
い
、
生
徒

Ａ
に
当
た
り
発
生
し
た
も
の
で
す
。

　

発
生
直
後
か
ら
当
時
の
学
校
長
は
じ

め
、
関
与
し
た
教
諭
が
生
徒
Ａ
お
よ
び

そ
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校
側
の
非
を

認
め
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和

３
年
１
月
12
日
に
保
護
者
代
理
人
で
あ

る
弁
護
士
か
ら
資
料
な
ど
の
開
示
請
求

の
通
知
を
受
け
、
保
護
者
代
理
人
が
対

応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
後
、

当
町
代
理
人
弁
護
士
を
通
じ
、
事
故
の

第３回定例会

７月 30 日「カムチャツカ半島」付近を震源とする地震に伴う町内避難状況
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